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経済的支援は大した成果を期待できないし、さりとてＦＴ商品市場の拡大にとって今の ころ必要条件と考えられている認証・ラベルは、 「貧しい」生産者に っては手に余る高いハードルであるだけでなく、地域社会のあり方を変えてしまうかもしれない。ある地域 対し 地に着 た支援 すると ても、どの段階で支援を打ち切ればいい だろうか。別の地域のもっと「貧 い」人たちから の要請があった場合にはどうすればいいのだろうか
　ＦＴは決して一様ではなく、多様な形態と狙いが交錯してい
る。ＦＴの目標として共有できるはず 困削減一つを取り上げても、そこには上で例示したようなディレンマ 問題が山積してい そのことを前提とし 上で、ＦＴにかかわる経済主体は何を、どこまでなしうるの 建設的かつ積極的な議論が望まれるところである。 
（いけがみ 　こういち／近畿大学農学部教授）
巻頭エッセイ
池上甲一
フェアトレードと貧困削減
